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行    事  

 

 ◆夏祭り会        ◆誕生会 

◆クリスマス会      ◆季節に合わせた活動 

    

 

 

 

入所の手続き 

 

診   察 

当センターの医師が診察、入所の必要性を判断します。 

紹   介 

児童発達支援管理者がつくし園の面接・見学日を調整し決めます。 

面接・見学 

看護師、保育士が面接を行います。家での生活やお子さまの特性につい   

てお話を聞きます。つくし園での生活を見学して頂きます。 

障害児施設利用手続き 

１：申請 

つくし園の利用を希望する保護者は、児童相談所に障害児施設給付費 

の支給申請を行います。（児童相談所の面接があります） 

提出書類は、申請書、住民票謄本、市町村民税課税所得証明書、健康 

保険証の写し（医療型施設利用）です。 

    ２：支給決定 

       児童相談所から、「障害児施設給付費支払決定通知書」と「受給者証」 

が保護者に交付されます。 

    ３：契約 

       保護者は、こども療育センターつくし園に「受給者証」を提示 

 し、利用に関する契約を結び、利用が決まります。 

入   所 

 

費   用 

 １：負担金の請求 

       こども療育センターから保護者に、当該月分の利用者負担額を請求 

する納入通知書が届きます。 

    ２：負担金の支払い 

       保護者は、納入通知書により金融機関の窓口で納付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県こども療育センター 

 

医療型障害児入所施設 

             
医療型障害児入所施設つくし園は、主に肢体不自由や重症心身障害がある

乳幼児から１８歳までの児童が入所しています。手術を目的とした治療やリ

ハビリテーション、看護、また養護を必要とするお子さまに対して一人ひと

りの個性を大事にし、個別支援計画を立てて療育を行っています。保護者の

方へは子育て支援を行います。その他、日帰りや宿泊が出来る短期入所を行

っています。 

  

   入所 

 ○定 員 ５０名（短期入所を含む） 

○対象児 治療やリハビリや養護を必要とする乳幼児から１８歳までの 

お子さま 

学齢児 

 建物内の福井東特別支援学校（小学部・中学部・高等部）に通学 

します。 

幼児 

     つくし園内で保育をします。 

母子入所 

     乳幼児で治療上のつきそいが必要な場合は、親子で一緒に入所す

ることができます。 

   短期入所 

   介護者の様々な理由により、一時的に介護を受けることが困難なお子

さまを短期間お預かりします。 

   費用  

   利用者負担金の支払いは１か月ごとに計算し、翌月２０日までに請求

書をお渡しします。健康保険外のサービス料金（予防接種、文書料な

ど）、つくし園で行う個人の洗濯にかかる料金は自己負担になります。                           

   スタッフ紹介   

   医師、看護師、保育士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、音楽

療法員、心理判定員、管理栄養士、医療ソーシャルワーカー等が療育

と子育て支援をします。   

 

 

時 間 生活内容 

6:30～ 

7:00～ 

8:30 

 

10:00 

12:00 

 

13:00～ 

 

14:30～ 

 

 

15:00～ 

 

16:00～ 

 

17:30～19:00 

 

20:00 

21:00 

24:00～6:00 

起床 洗面 

朝食 

登校（学童） 

 

保育（幼児） 

昼食 

（学童：下校しつくし園で昼食） 

 登校（学童） 

午睡（幼児） 

下校・学習 

＊学年によって時間が異なります 

おやつ（幼児） 

入浴（月・水・金） 

入浴日以外は更衣 

音楽療法（火：個別音楽療法 

     木：集団音楽療法） 

夕食 

自由時間 

幼児消灯 

学童消灯 

巡視・体位変換 

 

おむつ交換等排せつ介助は適宜 

連絡先：福井県こども療育センター 生活支援課 

〒910-0846 福井市四ッ井 2丁目 8番 1号 

TEL (0776) 53―6570（代表） FAX （0776）53-6576 

TEL (0776) 53―6571（直通） 

E-mail：kodomo-kango@pref.fukui.lg.jp 

個別のリハビリテーションがこの中に組み込まれます 

おむつ交換など排泄ケアは適宜行います 

あそぼう会を週 1回計画し行っています 
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理    念 

 

お子さま一人ひとりの持てる力や生きていく力が発揮できるように、ご

家族の方とも信頼関係を築き、支援します。また、自己啓発に努め療育環

境と療育技術の向上を目指します。 

 

 

個 別 支 援 計 画 

      

個別支援では、お子さまのニーズ（気持ちや願い）を反映し、強み（得

意なことや興味関心があること）が活かされるような計画を立てます。

生活全般を向上させ、自立した日常生活を営めるよう支援します。 

 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 

    

 各療法室で行う個別療法に加え生活やあそびの中にリハビリテーシ

ョンを取り入れています。立位訓練や嚥下訓練をつくし園内でも行って

います。身体機能の維持・向上・発達が促進するよう支援しています。 

 

あ そ び 

        

    つくし園では製作や運動、ゲーム、天気の良い日は散歩に出かける

など、お子さんの発達段階や興味に合わせて、様々な活動を行ってい

ます。夏祭り会やクリスマス会など、季節に合わせた行事も計画して

います。 

 

医療・福祉・教育の連携 

  

担当の医師・看護師・保育士・リハビリテーションスタッフ・医療ソー

シャルワーカー・（学童は東特別支援学校教諭も加わる）など多職種にて

カンファレンスを行っています。チームでお子さまの成長･発達を支援し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行 事 

つ く し 保 育 園 

食  事 

病 棟 訓 練 

入 浴 

クリスマス会でサンタ

さんにプレゼントをも

らったよ 

寝たままで 

入れます 

泡もぶくぶく 

頑張って 

立つ練習をす

るよ 

おいしいね 

楽しい食事の

時間だよ 

あそぼう会 

パラバルーンの

風は気持ちいい

な～ 

おいしいブドウが

できるかな～ 


